
２２Fではアニメ上映！手塚治虫の想いを現代の子に！２２Fではアニメ上映！手塚治虫の想いを現代の子に！
ガラスの地球を救え！Projectガラスの地球を救え！Project



✿イベント内容✿
・モノづくり体験教室（バイオ洗剤） ・楽しいバルーンアートorハートスタンドで撮影！【１００円/回】
（株式会社　アドバンス） （バルーンアート同友会）

・木の実を使ったクラフト、ビーズ・アートストラップ【１００～３００円/回】 ・食器のリユース
（生駒ネイチャークラフトクラブ） （NPO法人東大阪環境カウンセラー協会）

・エコキャンドル ・捨てる前の一工夫  　～トレーが変身～
（植田油脂株式会社） （東大阪市消費者団体協議会）

・省エネ機器のパネル展示、環境クイズラリー、
ガラストップコンロ実演

・おもちゃの病院
　～壊れたおもちゃの修理～

（大阪ガス株式会社） （ふれあいおもちゃリサイクルの会）

・燃料電池自動車 ・エコドライブシミュレーター体験
（大阪産業大学） （東大阪市　環境部）

・風力発電でおもちゃの新幹線を走らせる ・かんきょうかるた
（特定非営利活動法人　大阪府環境協会） （東大阪市　環境部）

・ＥＣＯをテーマにしたイラスト募集(タンブラーのイラストコンテスト参加作品募集） ・子供服リユース
（公益社団法人大阪府産業資源循環協会） （東大阪市　環境部）

・光熱費のムダをチェック！　～省エネ相談会～ ・ダンボール相撲　～東大阪秋場所～
（大阪府地球温暖化防止活動推進センター
（一般財団法人大阪府みどり公社））

（東大阪市　環境部）

・エコクラフト、使用済み切手しおり【１００円/回】 ・ダンボール迷路
（おもしろ遊便倶楽部） （東大阪市　環境部）

・ショウフウジャーぱくぱく人形 ・ガラスの地球を救え！（環境啓発アニメ）　※２２階にて上映
（大阪府立枚岡樟風高校　地域貢献部） （東大阪市　環境企画課）

・人力発電体験、環境関係パネル展示 ・エコバック教室
（関西電力株式会社） （東大阪市　循環社会推進課）

・バイオコークス製造モバイルカーによる製造実演 ・ＥＣＯシューティング
（近畿大学　バイオコークス研究所） （東大阪市　産業廃棄物対策課）

・エコ＆セーフティカーの展示
　～構造体や環境に配慮した住宅～

・スケルトンパッカー車の展示、
キャラバン回収（古紙類・蛍光灯など）

（サンヨーホームズ株式会社） （東大阪市　北部環境事業所）

・ＭＩＲＡＩ
（トヨタ自動車）

※ その他、出展団体や出展内容は予告なく変更になる場合がありますので予めご了承ください。 掲載内容は平成３０年９月３日現在

〒　　５７７－８５２１　
　　　東大阪市荒本北１丁目１番１号

イベント事務局：循環社会推進課 ☎　　０６－４３０９－３１９９
FAX  ０６－４３０９－３８１８
✉　　　junkanshakai@city.higashiosaka.lg.jp

当日スケジュール 10:00～10:15　　式典
10:15～　　　　　各ブース開店

※ おもちゃの病院では修理に時間を要するものは、お受け取りが後日になる場合がございます。

※ リユースコーナーは、展示品がなくなり次第終了いたします。食器リユースは、陶器とガラスの食器は、当日持参いただいた分も引取りいたします。

※ バイオコークスにできる衣服は化学繊維（ポリエステル等）を除く綿やウールのもの。定員に達し次第受付を終了します。

※ ブースによっては体験料や材料費が必要な場合があります。また、一部ブースの粗品等の数、体験者受入数には限りがありますので予めご了承ください。

http://www.city.higashiosaka.lg.jp/0000015895.html

※ キャラバン回収では家庭から出た「新聞」、「雑誌」、「ダンボール」、「古布（古着）」、「蛍光灯」、「乾電池（使い切りのもの）」、「小型家電類（注）」を回収します。

　（注）おおむね30㎝未満のもの。テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機など家電リサイクル法対象品目は回収できません。

✿✿✿イベントについてのお問合せ先✿✿✿

東大阪市　環境部

電 車 利 用 の 場 合
近鉄けいはんな線(地下鉄中央線)「荒本」駅下車、
1番出口より西へ徒歩5分

バ ス 利 用 の 場 合
近鉄バス(「近鉄小阪駅・八戸ノ里駅～JR学研都市線鴻池新田
駅)「東大阪市役所前」停留所下車すぐ。

阪神高速13号東大阪線「長田」出口より東進、国道308号線
「春宮団地南」交差点(陸橋あり)を左折、一つ目信号を左折。
（ 駐車場 ： 地上または地下（Ｂ１、Ｂ２） ）

※ 市役所の駐車場は有料（150円／30分）です。

交通案内

車 利 用 の 場 合

◇　CO2削減のため、できるだけ公共交通機関を利用しましょう。


